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　きっかけは2010年。市場の空き店舗を使った飲食
イベント「尼崎横丁」を地元のまちづくり会社㈱TMO
尼崎とともに開催してきた。周辺の飲食店や団体に
呼びかけ、月に１回のイベントはおよそ２年続いたが、
空き店舗の解消にはつながらなかった。
　そんな中、森谷さんが自身の趣味で集めた怪獣映
画のポスターやグッズを市場に突如並べはじめた。す
ると口コミで怪獣ファン
がイベントに集まり、ファ
ン同士いきいきと語り出
すようになった。「これや
と思いました。どこでも買
えるもんを並べてもあか
ん、と八百屋の陳列台に
怪獣フィギュアを並べて
みたら、よう売れたんで
す」と森谷さん。その後
次々とマニアのリクエス
トに応えて企画を打ち立
ててきた。「ヒーロー酒

場」「優作酒場」「エマニュエル酒場」など怪しいタイ
トルだが、間違いなく熱狂的なファンがいるテーマの
イベントを毎月開催。名古屋や東京からも足を運ぶ常
連客まで生まれた。FacebookなどのSNSでの情報
拡散にもぴったりのテーマだったのだ。
　「好き放題遊んでるだけやろ、なんて言われたりも
しましたが、あくまで町おこしなんです」という森谷さ
ん。そんな自由な雰囲気にひかれて、「僕らも市場で
何かやってみたい」と言う若者が集いはじめた。

　当初、国の補助金を活用し、彼らと何らかのイベン
トを実施しようと考えていたが、中小企業診断士から
現状のシャッター街という状況から鑑みると、イベン
ト実施もよいかもしれないが、空き店舗を埋めていく
という観点から、チャレンジショップをしてみてはと
のアドバイスを受けた。チャレンジショップを実施し
ていくに当たり、出店者募集の広告費用などのソフト
面は、国の「地域商店街活性化事業」を活用し、数十
年使われていなかった空き店舗の内装工事やトイレ
の改修工事などのハード面は、（公財）ひょうご産業
活性化センターの「商店街空き店舗再生支援事業」

を活用した。
　商売についてはまったくの素人の彼らを育てよう
と、中小企業診断士による開業セミナーも同時に開催
しながら市場の新たな店主を育てていった。この開業
セミナーとイベントなどを通して新規出店者同士が協
力しあいチームワークも強まっていった。「市場に出
店する人には、市場の意向に賛同してもらい、開業セ
ミナーで商売のノウハウを身に付けていってもらいた
い」という森谷さん。
　そんな呼びかけに賛同した若者の一人、高橋祐弥
さんは、ミュージシャンでもある山田哲史さんらととも

に「ライブスペースTORA」と「カフェ＆BARとらの
あな」を開業した。「ライブハウスの防音は、閉店した
布団屋からふとんを持って来て壁に敷き詰めてコスト
を抑えたりとみんなでアイデアを出し合ってつくりあ
げた店なんです」と充実感を教えてくれた。また、「カ
フェ＆BARとらのあな」にあるどこか懐かしいテーブ
ルとイスは知人から譲ってもらったものだ。
　駅前で古い絵はがきやポスターを扱う古書店を経
営していた中西隆次さんは、怪獣グッズ専門店「たん
ちゃん」をオープン。フィギュアや雑貨を大量に仕入
れてマニアたちの心をくすぐる。
　薄暗い市場でひときわ目立つ真っ白の空間はギャ

　音楽とアートと怪獣フィギュア。これまでは小売市
場では扱ってこなかった品々が、ここ三和市場に並ん
でいる。「おかげさまで結構色んな人から「出店した
い」という声がかかるようになりました」と言う森谷さ
ん。目指すのは秋葉原や日本橋、と思いきや「うちは
流行を追うのではなく、流行に取り残されそうなネタ
を大切にしたいんです。だって小売市場もそうで
しょ」と笑う。「阪神間の台所」から「阪神間の登竜
門」へ。出店者はまだまだ募集中なのだとか。　

（㈱地域環境計画研究所　若狭 健作）

市場に集まる怪獣ファン

若き起業家を育てる

個 性あふれる小売市場へ

協同組合  三和市場
住　所：尼崎市建家町89
電　話：06－6411－0988
理事長：伊藤　秀樹
創　立  ：  1947年頃
店舗数：13店舗

市場に音楽とアートと
怪獣がやってきた。
「阪神間の台所」から
「阪神間の登竜門」へ

　阪神尼崎駅から出屋敷駅にかけて連なる中央三
和商店街。その外れにかつて「阪神間の台所」と言
われた三和市場がある。以前は生鮮食料品店が54
店並び、年末年始の買い出し等では宝塚や三田から
も客を集めていた。しかし時代とともにそのにぎわ
いは影をひそめ、シャッターを閉じる店が増え、営業
する店は現在10店舗にまで減少。文字通り、シャッ
ター街となってしまった。
　そんな三和市場に2014年11月に３店舗が新た
にオープンした。といっても肉屋や魚屋ではない。ラ
イブハウス、ギャラリー、怪獣ショップであった。これ
ら謎の新店について、副理事長である精肉店マルサ
商店の森谷寿さんに話を聞いた。

副理事長の森谷寿さん

とらのあな

ライブスペースTORA

PIC gallery

怪獣ショップ　たんちゃん

ラリーショップ「PIC gallery」。美大を卒業して現在
も制作活動を続ける若手女性作家３人が、アクセサ
リーやリトグラフなどの作品を展示・販売する。
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このコーナーでは、お店の課題改善を店主さんに実践してもらい、課題を解決していく
過程をビフォーとアフターの２回にわけて紹介していきます。

お客さんを迎える気持ちを伝える
　「キモノボード」は、お店でもあり濱田さんが作品づくりをする工房で
もあるため、お客さんにとっては入っていいのかどうか、わかりにくいと
ころがあります。
　そこでお店の入口に「商い中です。どうぞお入りください。」とお客さ
んに呼びかけるボードを設置しました。このようなボードはどこのお店
でもよく見かけ、特別なことではありません。けれど濱田さんにとっては、
踏ん切りのいることでした。実は濱田さん、接客に自信がなかったため、
積極的にお客さんを誘うことをためらっていたのです。
　けれどお客さんの少なさに「これではいけない」と決意し、一声かけるボードを設置し、花も添えました。
　お店に入る時のお客さんの気持ちは「見るだけでもいいだろうか」「お店の人が怖い感じだったらどうしよう」ととても
デリケートなものです。そんな不安な気持ちを取り除くメッセージが入口に一言あるだけで、はじめてのお店に対する
ハードルはぐっと低くなります。

キ モノボードが生み出す空間をイメージできる陳列に

遊 び心のある陳列で接客の悩みを解決
　接客が得意ではない濱田さん。お客さんが入ってきても何と声をかけてよい
かとても悩んでいました。
　そこで、お客さんがキモノボードを楽しめる工夫を施すことにしました。
　お店の中央にある大きなテーブルの上に小さなキモノボードを並べ、イーゼ
ルをひとつ置き「椅子に腰かけて、どの作品があうかここに飾ってみてくださ
い」というポップを添えました。お客さんが好きなキモノボードを選んでイーゼ
ルに飾って遊べる工夫をしたのです。
　キモノボードはひとつとして同じ作品がありません。そして、キモノの柄に
よって、全く異なる世界を作り出すことができます。イーゼルに飾ることによっ
て、キモノボードが作り出す様々な空間を体験してもらえるようにしました。
　店に入ってきてこのポップを見ているお客さんに対して、濱田さんは「よかっ
たら椅子に腰かけて、キモノボードを選んで飾ってみてください。それぞれいろ
んな表情がありますので楽しいですよ」と声をかければいいのです。これで
「何と声をかけたらいいのだろう」という悩みも解決です。
　濱田さんの不安も解決し、小さなお店に生まれやすい気まずい空気も解消
できました。

伊 川谷を訪れる人が増えてほしい

　お店は５坪ほどの小さなス
ペースです。この小さなス
ペースに、商品展示、工房、事
務スペースが同居しています。
　お店に入ると、まず、真正面
の商品展示スペースが目に
入ってきます。以前はこのス
ペースにすべての作品を陳列
していましたが、アフターでは
陳列数を減らしました。

　「キモノボード」のある伊川谷の近くには、お
いしいイタリアンレストランや人気のパン屋さん
があります。そして少し足をのばせば、国宝建造
物である太山寺や天然ラジウム温泉なでしこの
湯もあります。
　濱田さんはホームページに「伊川＆前開散策
Map」を掲載しています。自分のお店だけでなく
この土地の魅力も発信することで、この街を訪
れてくれる人が増え「キモノボード」のお客さん
も増えてくれるといいなと思っているからです。
　伊川谷を訪れた人々がフラッと立ち寄れるお
店に一歩近づいた店舗改善でした。
（ヨシダ・プランニングファクトリー　芳田 京美）

　それは、ひとつひとつの作
品の個性を生かすためです。
　キモノボードは和風インテリアです。キモノボードを飾ることによって生み出さ
れる新しい空間や暮らしがイメージできる陳列に変更しました。
　どの場所にどのキモノボードを置くと一番作品が映えるか、隣どうしになるキモ
ノボードはどれとどれが良いか、限りのあるスペースの中で何度も作品を置き換
えて、陳列場所を決めました。

キモノボード
代　表：濱田　敦子
住　所：神戸市西区前開南町２丁目１０番
メールアドレス：info@kimonoboard.com
H P：http://www.kimonoboard.com
営業時間：１1：００～１7：００
定休日：日曜、祝日
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店舗
改善

経営GOODアドバイス

ビフォーアフター
「キモノボード」アフター編

イーゼルは１００円
ショップにもあり安
価で手に入ります。
キモノボードではオ
リジナルのイーゼル
（写真左上）も販売
しています。

　今回のお店は神戸市西区前開南町にある「キモノボード」です。「キモノボード」はキモノ生地
を使った和風インテリアのお店です。店主の濱田敦子さんの悩みは新規のお客さんが入ってき
てくれないこと。お店の前まで来て引き返してしまう人や、中に入ってもすぐに出て行ってしまう人
が多いのです。どうすれば、新規のお客さんが入ってきてくれるのか。
　アフター編では「気軽に遊びに来られるお店」を目指して改善に取り組みました。

店主／濱田敦子さんの感想
作品が喜んでいるのがわかります。
今まで「私の陳列場所はここじゃない」と作品が言って
いるのは感じていたのですが、どうしてもたくさん見せ
たい、並べたいという気持ちが強く、ひとつひとつの作
品の個性を活かして陳列することができませんでした。
今回の取材でキモノボードが喜ぶ陳列ができました。
今後は海外にも情報発信し新しいお客さんとの出会い
がとても楽しみです。

お客さんはいろんなキモノボードをイーゼルに飾りイ
メージすることで、お気に入りの１点を見つけることが
できます。価格は1800円～(税抜)
近いうちにネット販売をする予定です。

お店に隣接したたばこの自動販売機。キモノ柄の看板は目
を引きます。持ち主からも明るくなったと喜ばれています。

今後、建築業界にもキモノボードを
アピールできるようにとディスプレ
イ棚を設置しました。

「たばこ」看板もキモノ柄でかわいく変身。

ビビビフフフォーォーォビフォー アアアアフフフフフフフタタタタタタターーアフター

ビビビフフフォーォォォビフォー アアアアアフフフフフフフタタタタタタターーアフター
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リジナルのイーゼル
（写真左上）も販売
しています。
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　吉井社長が建設業と関わったのは、学生時代から父
の事業の手伝いをしていたのがきっかけです。父はも
ともと尼崎で建設業をしていたのですが、昭和63年に
出身地である朝来市に戻り、旧来の知人などから地域
に根付いた工事などを請け負っていました。そんな現
場を手伝い、地域の人に喜んでもらう経験を積むうち
に、吉井社長自身も建設業で身を立てる決心がつき、
社会人になってすぐ事業を引継ぎました。
　父の出身地とはいえ尼崎育ちの吉井社長にとって
は、朝来市は知人も少なく苦労もありましたが、かえっ
てしがらみにとらわれずに仕事ができると前向きにと
らえ、次第に地域の人々の信頼を得ていきました。

　そんな当社が農業に参入したきっかけは、ある重機
メーカーからの提案でした。竹をチップにする機械を導
入し、肥料を作るビジネスに参入するという話でした。
　建設業と農業とは関連がないように見えますが、50
年ほど前にさかのぼれば、農地の整備などの仕事が多
く、「農家あっての建設屋」と言われるほど密接な関わ
りがあったそうです。現在も水路の整備や石垣の更新、
進入路の拡張など、農業土木と言われる仕事も少なく
ありません。「建設屋として農家への恩返しをしていき

たい」という思いもあり、肥料ビジネスへの取り組みを
始めました。
　しかし、いくらよい肥料を作ったからといって、農家が
簡単に肥料を切り替えて使ってくれるものではありませ
んでした。そこで、実績づくりの意味もあり、自社で農地
を確保し、生産を始めました。2年後には関西大学環境
都市工学部山本秀樹教授の協力を得て、当社の肥料が
米の栄養価を高めていることも証明できました。
　その後、竹のほかに沖縄の泡盛の残渣で作ったもろ
み酢を加えた肥料も開発し、「もろみ農法」という農法
も確立しました。今では、この肥料は自社や協力農家で
使用するほか、「もろみ農法」に着目した農家からの引
き合いに応えて納品しています。

　現在は肥料の販売のほか、関西大学や食品メー
カー、一部上場の化学メーカーなどと連携しながら、幅
広い事業を手がけています。
　農業分野では、独自の農法による米やハバネロ、小
豆の栽培のほか、高齢のため作業が困難になってきた
地域の農家の農地預かりや作業代行等のサポートをし
ています。独自農法による栽培では付加価値がつけ易
いほか、大学の要請に応えた生産をすることで、従来よ
りも農家の収益も出やすくなっています。
　また、ハバネロを使った調味料をはじめとして、商品

開発にも積極的に取り組んでいます。単に素材を使っ
て何かをつくるという商品ではなく、関西大学とともに
素材の特性を掘り下げて形を変え、「今までと違う素材
として新しい用途を開発する」という考え方で、様々な
アイデアが生まれています。すでに米由来の「玄米糖化
液」という原料を食品メーカーへ納入しているほか、米
から抽出した砂糖代わりのシロップなど、様々な商品を
今後本格的に展開していく予定です。

　新たな事業に精力的に取り組んでいる吉井社長で
すが、本業は建設業であることを忘れてはならないと
言います。「建設屋として農業に貢献したいのであっ
て、農業が本業になったら場を荒らすことになるだけ」
とのこと。
　お話をうかがう中で一貫して伝わるキーワードは、
「みんなで考えて、みんなで関わって、楽しく仕事がし
たい」ということでした。吉井社長は障がい者雇用や
ボランティア活動にも積極的で、「みんな」のうちに
は、大小様々なビジネスパートナーとのアライアンス
だけでなく、高齢の農家や障がい者なども得意分野を
活かして活躍できる、調和した社会を作りたいとの思
いが感じられます。

　農業分野では、地域のベテラン農家から農業につ
いて教えてもらいながら、こちらからは儲けが出やす
いしくみの提供や本人では手が回らなくなってきた作
業のお手伝いをし、お互いに支えあって成果を出して
います。

　地域とのつながりは建設業でも大切にしており、時に
は原付で走り回って、地域の方々と対話する機会を
作っているそうです。そしてその時、困りごとなどを聞
けば、専門分野でなくてもすぐに対応し、地域のニーズ
を満たしています。建設業と農業、一見関連がないよう
に見える事業も、「みんなで関わる」という理念のもとに
相乗効果をあげていることが分かります。
　どんな事業でも「自分だけで抱え込まない」スタイル
を貫く吉井社長。きっとこれからもみんなの力を借りな
がら無限の未来にはばたいていくことでしょう。

(ＰＬＡＮ－Ｃ　箕作 千佐子)肥料づくりをきっかけに農業分野に参入

みんなと楽しく仕事がしたい

さまざまな挑戦

地 域密着型の建設業

「ハバネロパスタソース」で作ったベーコンとチンゲン菜のペペロン
チーノ。炒めたお好みの具材と茹でたパスタを合わせ、あとはソース
を絡めるだけで本格的なペペロンチーノが味わえます。
ハバネロパスタソース685円(税込)

「地域の人口減少のなか、地元に少しでも残ってほしいという想いで
ボランティア活動を行っています」と地域のボランティアグループの
代表も務めている吉井社長。

トピックス
in

ひょうご

P5-P6 150225

ボランティア活動の一環の
田植え体験の様子

夢ある未来へみんなで羽ばたきたい
　建設と農業で新ビジネスを切り拓く～吉井建設有限会社～

　吉井建設有限会社は、朝来市のJR和田
山駅から車で10分ほどのところにありま
す。田んぼに囲まれたのどかな風景が印象
的です。
　本業は土木工事を中心とする建設業です
が、近年は新規事業として農業や新しい食
品づくりにも取り組んでいる会社です。
　高齢の農家が多い小さな地域で、地元の
人々を巻き込みながら、強い思いと新しい
発想で新ビジネスに取り組んでいる吉井忠
大社長にお話を伺いました。

吉井建設有限会社
取締役社長：吉井　忠大
本　社：兵庫県朝来市和田山町宮２６９
事務所：兵庫県朝来市和田山町東和田１３６-１
電　話：０７９－６７０－２０５８
U R L：http://www.yoshii-kensetsu.co.jp/
　　　　 company/
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　JR名古屋駅から地下鉄で２駅先にある鶴舞線大須
観音駅を降りると、すぐ目の前に大須観音があります。
国宝の「古事記三帖」などを有する由緒あるこのお寺
は、いつも地元の人や観光客で賑わっています。
　そのすぐ東に隣接する大須商店街は９つの商店街の
総称で、総延長２キロの中に約１，２００もの個店が連
なっています。
　１００年以上続く和の老舗があれば、若者向けファッ
ションのお店、観光客向けのお店などがあります。最近
では、PC関連のショップが増えたことから、秋葉原のよ
うなエリアも出現していて、毎年大規模なコスプレ・イベ
ントも開かれます。近隣在住の外国人も多く訪れ、至る
ところでブラジル料理店やトルコ料理店を目にします。
その多彩さに、通りを歩いているだけで心が浮き立って
くるようです。こうした風景を見て、地元の人たちは親
しみと愛情を込めて大須商店街のことを「ごった煮の
街」と呼んでいます。

　そんな大須商店街にもかつてピンチがありました。昭
和４０年代頃のことです。それまで、商店街にある映画
館や買い物、食事を目当てに多くのお客さんが来てい
たのですが、テレビの出現で映画館がだんだん廃れて
いきました。加えて、大須を通っていた市電に代わって、
離れた地区に新たに地下鉄が開通し、主要駅には大き
な地下街が生まれました。その結果、大須商店街への来

街者が急減したのです。
　この状況に危機感を持った当時の商店主たちの間
で、とにかく何か始めなければとの機運が生まれました。
こうして、昭和５１年、５２年に開催されたのが「アクショ
ン大須」です。これは、秋の二日間、名城大学の学生た
ちが商店街の中で路上ライブやヨーヨー釣り、落語会な
どを行うもので、商店街に学園祭がやってきたようなイ
ベントでした。

　この取り組みをさらにグ
レードアップしたのが「大須
大道町人祭（おおすだいど
うちょうにんまつり）」です。
これは、商店街にプロの大
道芸人を一堂に集めて様々
な芸を楽しんでもらうもの
で、昭和５３年以来、やはり
毎年秋に開かれ、大変な人
気を博しています。第37回
となる昨年は、１０月１１日
（土）、１２日（日）に開催さ
れ、およそ４０万人もの人出
がありました。
　これだけ長きにわたって
続いている祭ですが、大須商店街連盟の今井富雄会長
によれば、その間ずっと変わらないものが二つあります。

　一つは「思い」です。そもそも名古屋には、「名古屋ま
つり」が先にありました。これは市が主催する官製の祭
です。大須から離れた場所で行われていたため、自分た
ちのことを忘れてもらっては困るという考えから、大須
商店街では昔からこの名古屋まつりに対抗する気持ち
が強かったそうです。この為、お役所やイベント会社に
は一切頼ることはなく、「人と人の触れ合いを大切にし
た庶民の祭、手作りの祭を作って、お客さんに喜んでも
らいたい」との思いが第1回開催時から強く、現在もそ
の思いをずっと持ち続けているのです。
　もう一つは、第１回から、大道芸とおいらん道中を
柱となるイベントにしていることです。近年、大道芸で
人気が高いのは、大須観音境内の特設ステージで開
かれる「大道プロレス」や、妖艶な雰囲気が漂う「金粉

ショー」などです。もちろん、パントマイムやジャグリン
グ、がまの油売り、猿回しといった定番の大道芸もふん
だんに見られます。おいらん道中は、一般市民が花魁に
扮して商店街を練り歩くものですが、近年では募集枠を
大幅に上回り、外国人からも応募があります。

「ごった煮の街」

　関ヶ原の戦いで天下統一を果たして間も
ない1612年、徳川幕府は名古屋城を築城し
ました。これに伴い、城下には数多くの寺社
が集まり、賑やかな町が生まれました。それ
が大須です。以来、大須は尾張随一の商業の
中心地、一大歓楽街として江戸時代から今日
まで栄えてきました。その大須で400年以上
の歴史を誇るのが大須商店街ですが、魅力
溢れるこの商店街には歴史の他にも“たくさ
んの素敵”が詰まっています。

「大須商店街を支える３つの強み」
　他にも様々な取り組みを続けてきた結果、大須商店
街は平日でも一日約５万人、土日になると８万～１０万人
の入込客数があります。これ程の賑わいを維持できた
理由として、今井会長たちが考えていることが３つあ
ります。
　一つは、昭和４０年代の苦しかった頃のことを忘れな
いでいることです。常に組合のみんなが危機感を持ち、
絶えず２０年、３０年先を見すえた商店街の運営を行う
ように、必ず申し送りがなされています。
　もう一つは、大須のことが大好きな、郷土愛に溢れる
店主やお客さんがとても多いことです。そのため、何か
するときにはすぐに協力者が現れます。その好例が大
須案内人です。揃いの法被を着て、商店街の中のお
店や話題の情報などをガイドしてくれるボランティア
たちです。
　最後は、若い人をみんなで支え、盛り立てていこうと
する風土が根付いていることです。例えば、毎年、大須
大道町人祭の実行委員長には３０代後半から５０代前半
くらいの若手がなるのが常となっています。背景には、
若い人の柔軟な発想や考えでないと、時代のニーズの
移り変わりについていけないとの考えがあります。若い
人のチャレンジ精神を大切にしながら、出る杭を打つの
ではなくみんなで支えていこう、やりたいことを達成さ
せてあげようという気持ちをみんなが共有しています。
「尾張名古屋は城でもつ」といいますが、大須商店街は
「人」でもっているのです。

（OCSコンサルティング　伊藤 康雄）

「ごった煮の街」が生んだ手作りの祭
　　 　 ～名古屋・大須商店街連盟の取り組み～

最初のチャレンジ！

大須大道町人祭を支え続ける
「変わらぬ思い」

P7-P8 150223

トピックス
in

全国版

毎年大人気イベントの「金粉ショー」

「若手からのアイデアは否定せずに、出来るように周りがサ
ポートしています。みんなで楽しくやっていくことが大須の強み
です」と今井会長。

「大道プロレス」

実行委員長を毎年変え、その年の委員長のカラーで
毎年違った大須大道町人祭を楽しめます。

おいらん道中
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　「to SHINE」は、２０１３年１２月に鈴木伸一氏が奥様
の祥子氏と一緒に(公財)ひょうご産業活性化センター
の「商店街新規出店・開業等支援事業」の助成金を利用
して開業しました。
　鈴木伸一氏は、大阪の京橋にある
関西最大手美容室で１７年間勤務
し、店長を任される傍ら、全店２００名
のスタッフのカット講師も務めていま
した。国内外で知名度の高いイギリ
スのヴィダルサスーンや東京
D.D.Aアカデミー等で技術力を高
め、２００７年には美容メーカー・ミル
ボン主催のヘアコンテストに入賞し
ました。スキバサミを使わない細かい
カットに定評があり、きめ細かなカウ
ンセリングでお客さんに似合うヘア
スタイルを提供しています。
　近隣には２０～３０歳代をターゲッ
トとする大手チェーンの美容室が数

多くある中、当店では「生きることは輝くこと」をコンセ
プトに「完全予約制で美をトータルプロデュースするプ
ライベートサロン」を目指しています。
　そのために高い技術力とともに内装にもこだわり、イ
ンターネットで探し出した広島の設計事務所のサポート
を得てイメージどおりの店舗をつくりあげました。

　全面ガラスの入口側に木のオブジェを設置すること
で、昼と夜、季節ごとの光の入り方や見える景色が異な
るように演出し、３脚あるカット椅子と鏡は、全て異なる
ものの統一感を醸し出しています。
　また、小さな子ども連れのお客さんためにキッズス
ペースを設置しています。仕切り板には葉っぱの形のの
ぞき穴が施されて、お互いの様子が分かるようになって
おり、安心して過ごせるように配慮されています。

コンセプトは、生きることは輝くこと

輝 くためのトータルコーディネート

地 域のネットワークとインターネットで
情報発信

　祥子氏は、１３年間アパレル販売員としてパリコレク
ションブランドなどで勤務し、全国にある1000店舗の
中から優秀店長に選ばれたこともあるファッションコー
ディネートのプロです。
　現在は受付と営業活動を主に担当していますが、
今後は祥子氏の強みを美容室サービスの付加価値と
して、お客さんが輝くヘアスタイルとファッションの
トータルコーディネートを提案するサービスを計画し
ています。

　優しく温かな雰囲気のご夫婦が経営する「to 
SHINE」は、多くのお客さんに輝きと癒しを提供し続
け、今後も支持されることでしょう。

（宇田マネジメント㈱　宇田 名保美）

店　名：to SHINE
住　所：西宮市南越木岩町7番 13号 
電　話：0798-74-0178
代　表：鈴木 伸一（41歳）
営業時間：9：00～19：00
定休日：月曜・火曜不定休
U R L：http://www.to-shine.org

居心地のいい空間と時間を提供
　　　　　　  　　　 ～ to SHINE～
居心地のいい空間と時間を提供
　　　　　　  　　　 ～ to SHINE～
居心地のいい空間と時間を提供
　　　　　　  　　　 ～ to SHINE～

　一般的に美容室は行くお店を決めている人がほとん
どです。しかし、お店の居心地の悪さやヘアスタイルに
１００％満足できない場合、他の美容室を試してみたい
時にお店選びに利用するのがフリーペーパーやイン
ターネットです。
　そこで当店では、インターネットを活用した情報発信
に力を入れています。ホームページだけでなく、ブログ
やFacebook、Twitter等のソーシャルメディア全てを
利用して、季節ごとのヘアスタイルの提案等を情報発
信しています。スタッフは夫婦２人で、伸一氏がヘアス
タイリスト業務、祥子氏は受付や営業活動を行い、空い

た時間にスマートフォンでソーシャルメディアを活用し
てタイムリーに情報を発信しています。
　また、鈴木氏は地域の商業者ネットワークに参加し
て、キャンドルナイトやハローウィンなどのイベントにも
積極的にも参加しています。お客さんにとって、新しい
美容院はなかなか行きにくいものですが、イベントを通
じてお店の雰囲気を知れば安心して行くことができま
す。実際にイベントで知り合った人が次々と来店してい
るそうです。

お客さんはその日の気分に合わせて椅子を選べます。

明るいキッズスペース

温かなお店の雰囲気にぴったりの鈴木伸一さんと祥子さん。

お店
拝見

P9-P10 150226

入口は滑車で動くめずらしい木の扉

店内は木のオブジェを通して明
るい陽射しが降り注ぎ、開放的
な雰囲気です。

　阪急甲陽線苦楽園口駅西口から徒歩
２分、苦楽園口通りにヘアサロン「to 
SHINE」があります。おとぎ話にでて
きそうな滑車で動く大きな木の扉を開
けると、木のオブジェが暖かい雰囲気
を創り出しています。



9 10

　「to SHINE」は、２０１３年１２月に鈴木伸一氏が奥様
の祥子氏と一緒に(公財)ひょうご産業活性化センター
の「商店街新規出店・開業等支援事業」の助成金を利用
して開業しました。
　鈴木伸一氏は、大阪の京橋にある
関西最大手美容室で１７年間勤務
し、店長を任される傍ら、全店２００名
のスタッフのカット講師も務めていま
した。国内外で知名度の高いイギリ
スのヴィダルサスーンや東京
D.D.Aアカデミー等で技術力を高
め、２００７年には美容メーカー・ミル
ボン主催のヘアコンテストに入賞し
ました。スキバサミを使わない細かい
カットに定評があり、きめ細かなカウ
ンセリングでお客さんに似合うヘア
スタイルを提供しています。
　近隣には２０～３０歳代をターゲッ
トとする大手チェーンの美容室が数

多くある中、当店では「生きることは輝くこと」をコンセ
プトに「完全予約制で美をトータルプロデュースするプ
ライベートサロン」を目指しています。
　そのために高い技術力とともに内装にもこだわり、イ
ンターネットで探し出した広島の設計事務所のサポート
を得てイメージどおりの店舗をつくりあげました。

　全面ガラスの入口側に木のオブジェを設置すること
で、昼と夜、季節ごとの光の入り方や見える景色が異な
るように演出し、３脚あるカット椅子と鏡は、全て異なる
ものの統一感を醸し出しています。
　また、小さな子ども連れのお客さんためにキッズス
ペースを設置しています。仕切り板には葉っぱの形のの
ぞき穴が施されて、お互いの様子が分かるようになって
おり、安心して過ごせるように配慮されています。

コンセプトは、生きることは輝くこと

輝 くためのトータルコーディネート

地 域のネットワークとインターネットで
情報発信

　祥子氏は、１３年間アパレル販売員としてパリコレク
ションブランドなどで勤務し、全国にある1000店舗の
中から優秀店長に選ばれたこともあるファッションコー
ディネートのプロです。
　現在は受付と営業活動を主に担当していますが、
今後は祥子氏の強みを美容室サービスの付加価値と
して、お客さんが輝くヘアスタイルとファッションの
トータルコーディネートを提案するサービスを計画し
ています。

　優しく温かな雰囲気のご夫婦が経営する「to 
SHINE」は、多くのお客さんに輝きと癒しを提供し続
け、今後も支持されることでしょう。

（宇田マネジメント㈱　宇田 名保美）

店　名：to SHINE
住　所：西宮市南越木岩町7番 13号 
電　話：0798-74-0178
代　表：鈴木 伸一（41歳）
営業時間：9：00～19：00
定休日：月曜・火曜不定休
U R L：http://www.to-shine.org
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　一般的に美容室は行くお店を決めている人がほとん
どです。しかし、お店の居心地の悪さやヘアスタイルに
１００％満足できない場合、他の美容室を試してみたい
時にお店選びに利用するのがフリーペーパーやイン
ターネットです。
　そこで当店では、インターネットを活用した情報発信
に力を入れています。ホームページだけでなく、ブログ
やFacebook、Twitter等のソーシャルメディア全てを
利用して、季節ごとのヘアスタイルの提案等を情報発
信しています。スタッフは夫婦２人で、伸一氏がヘアス
タイリスト業務、祥子氏は受付や営業活動を行い、空い

た時間にスマートフォンでソーシャルメディアを活用し
てタイムリーに情報を発信しています。
　また、鈴木氏は地域の商業者ネットワークに参加し
て、キャンドルナイトやハローウィンなどのイベントにも
積極的にも参加しています。お客さんにとって、新しい
美容院はなかなか行きにくいものですが、イベントを通
じてお店の雰囲気を知れば安心して行くことができま
す。実際にイベントで知り合った人が次々と来店してい
るそうです。

お客さんはその日の気分に合わせて椅子を選べます。

明るいキッズスペース

温かなお店の雰囲気にぴったりの鈴木伸一さんと祥子さん。

お店
拝見

P9-P10 150226

入口は滑車で動くめずらしい木の扉

店内は木のオブジェを通して明
るい陽射しが降り注ぎ、開放的
な雰囲気です。

　阪急甲陽線苦楽園口駅西口から徒歩
２分、苦楽園口通りにヘアサロン「to 
SHINE」があります。おとぎ話にでて
きそうな滑車で動く大きな木の扉を開
けると、木のオブジェが暖かい雰囲気
を創り出しています。




